








<目的> 

児童精神科の臨床の場では,障害児の養育相談が占める比率がかなり高いが,きめ細かな養

育指導を行うためには,障害児の症状を明らかにするだけではなく,親の養育態度を十分に

理解していなければならない。すなわち,子どもの障害の重さや適応の状況を知るだけでは

なく,親の性格,不安,影響を受けている情報や就学への考え方などを考慮することが養育

指導を行う際に大切なことである。 

前年度の研究では,外見上明らかな身体所見の少ない精神遅滞児について,親の養育態度と

子どもの状態像との関係を調べたが,今年度は,同じ対象児の親たちが,2 年,5 年という経

過の中で,子どもの発達と社会条件の中でどのように変わってゆくかを調べ,必要とされる

指導体制を考えた。 


